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Ⅰ 平成１８年度 推進状況の総合評価 
 

市では「宇都宮市男女共同参画行動計画 うつのみやパートナープラン」に３つの基

本目標を定めています。それぞれの基本目標には，男女共同参画の推進に向けた目標値

や，さまざまな施策・事業が盛り込まれています。 

平成１８年度は，後述の「基本目標ごとの推進状況と今後の対応」にあるように，男

女共同参画の推進に関する施策・事業をほぼ計画どおりに実施しました。平成１９年度

を目標達成年度に設定している各目標値については，現時点で求められる水準には必ず

しも達していないものの，男女共同参画社会の実現に向け少しずつ前進しています。 

今後とも，男女共同参画社会の実現を目指し，それぞれの施策・事業を積極的，効果

的に実施し，全市的な取組の促進を図っていきます。 

基本目標ごとの評価と課題は以下のとおりです。 

 

基本目標Ⅰ 男女共同参画意識の啓発と男女の個人としての尊重 

 市では，１０月を男女共同参画推進月間と定め，重点的，集中的に事業を展開してい

ます。平成１８年度は推進月間に「第１７回男女共同参画全国都市会議ｉｎうつのみや」

を開催しました。２，６００人余の市民と行政担当者が一堂に会し，男女共同参画に関

する諸問題について研究・討議し，意識啓発を図ったところです。 

 しかしながら，市民意識調査によると依然として社会全体において男性優遇と感じる

人の割合が多いという状況があることから，今後は，男性優遇な社会の改善にむけた一

人ひとりの主体的な行動を導くため，子どものころからの男女共同参画教育や参加型で

研究・討議する会議の開催など，効果的な意識啓発事業に取り組む必要があります。 

    

基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女の参画機会の確保 

 女性の政策・方針決定過程への参画は目標どおりには進んでいませんが，研修等の人

材育成事業への女性の参加意欲は高く，今後，あらゆる分野での活躍が期待されます。   
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市では，審議会や委員会において，男女の声がともに市政に反映されるよう，女性委

員の登用に更に努めるなど，参画機会の確保に取り組む必要があります。 

             

 

基本目標Ⅲ 男女が共に生き生きと暮らせる環境の整備 

結婚・出産・子育て期である３０代前半の女性の労働力率は５年前に比べ上昇しましたが，

依然として３０代前半の女性は，他の世代より就業を希望するものの，就業できない人が多いと

いう状況が続いています。市では女性の再就職や社会参画などを支援する「女性のチャレンジ

支援事業」を推進しながら，家庭生活と就業等の両立を支援するための子育てや介護サービ

スの充実に努めています。また，高齢者や障害者が住み慣れた地域で自立した生活が営める

よう，各種施策を展開しています。 

今後も，女性のチャレンジを支援する事業を展開する一方で，育児や介護の社会的支援を

さらに充実するなど多面的に施策を展開し，環境整備を推進する必要があります。
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Ⅱ 基本目標ごとの推進状況と今後の対応 

 

 
 

 

 

 
 
 

 

 

基本目標Ⅰ 男女共同参画の意識の啓発と男女の個人としての尊重 
 
【考え方】 

市ではこれまで男女平等に向けたさまざまな取組を進めてきましたが，依然として男女間の不平

等感が存在しています。 

  また，女性に対するさまざまな形の暴力が存在し，早急に対応する必要があります。男女の個人

としての尊厳が重んじられ，性別による差別的取扱いを受けることなく，個性と能力を発揮できる

よう市民一人ひとりの男女共同参画意識の醸成を図ります。 

施策の方向１ 男女平等意識を啓発する 
 

『男は仕事，女は家庭』という性別役割分担意識は，社会通念として深く根づいており，性別によ

り無意識に差別し，不平等にしています。このため男女が性別による差別的扱いを受けることなく，

個人として尊重され，一人ひとりの能力や個性を発揮できるよう，男女平等の意識づくりを進めます。 

 

 

目 標 値  社会全体において男性優遇と感じる人の割合 

     ７１．４％  →  ７２．３％  →  ６５．０％ 

（平成１３年度）    （平成１８年度）  （平成 1９年度） 

72.3

65

71.4

60

62

64

66

68

70

72

74

平成13年度 平成18年度 平成19年度

 

（％） 

目標値 

（男女共同参画に関する市民意識調査より） 

 

 

 

平成１８年度実施市民意識調査によると社会全体において男性優遇と感じる人の割

合は０．９ポイント上昇しました。 
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重 点 施 策・事 業 

◆ 男女共同参画の視点からのガイドラインの活用（事業番号１） 

多くの市民の目に触れる市の刊行物に，性別による固定的役割分担をイメージさせるイラスト等が 

掲載されないようにすることで，市民の性別による固定的な役割分担意識を払拭します。 

 

項  目 
平成１５年度

実績 

平成 16 年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 18 年度 

実績 

活 動 

指 標 

ガイドラインの周知

回数 

 

１２２部 １２２部 ※  1 回 ３回

成 果 

指 標 

市の刊行物発行にあ

たり指導した件数 

 

   

５回 ４回

 

※ 平成 17 年度から，各課へのガイドラインの配布を庁内ＬＡＮを利用した全職員への周知に

変更しました。 

 

◆ 男女共同参画推進月間の実施（事業番号４） 

 毎年 10 月を男女共同参画推進月間とし，「第１７回男女共同参画全国都市会議ｉｎうつのみや」を 

始めとした男女共同参画に関する啓発事業を重点的，集中的に実施しました。 

項  目 
平成１５年度

実績 

平成 1６年度 

実績 

平成 17 年度 

実績 

平成 18 年度 

実績 

活 動

指 標 

各団体への事業依

頼件数 

３５０件 ６６４件 ７２８件 ７４４件

成 果

指 標 

「男は仕事，女は家

庭」に同感しない市

民の割合 

 

５５．３％

（平成13年度）

― ―  ５３．２％

 

◆ 成人を対象とした講座の開催（事業番号５）  

啓発のための男女共同参画関連講座を開催し，参加受講者を増やします。 

項  目 
平成１５年度

実績 

平成１６年度

実績 

平成１７年度

実績 

平成１8年度 

実績 

講座実施回数（男女

共同参画課主催） 

１５回

 

４９回 ３１回 ２７回活 動

指 標 

講座実施回数（生涯

学習課主催） 

３４２回 ２７５回 ２５６回 ２３３回

（見込み）

講座受講者数（男女

共同参画課主催） 

７５３人 １，７７８人 １，２７７人 ３，２７０人成 果

指 標 

講座受講者数（生涯

学習課主催） 

１１，２６９人 ８，６５３人 ８，８２５人 ７，５１５人

（見込み）
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現 状 

平成１８年１０月に「第１７回男女共同参画全国都市会議 in うつのみや」を開催し，

市民，行政担当者等２，６００人余の参加を得て盛会のうちに幕を閉じました。会議で

は，働き方やまちづくりなどについての議論が交わされ，参加者一人ひとりが男女共同

参画の意義や，行動することの重要性を確認しました。 

しかし，平成１８年度に実施した男女共同参画に関する市民意識調査の結果では，社

会全体において男性優遇と感じる人の割合が７２．３％にのぼり，国の調査結果７３．

９％（平成１６年）を下回ってはいるものの，前回調査（平成１３年度，７１．４％）

および栃木県の調査結果６９．８％（平成１６年）を上回る結果となり，目標を達成で

きませんでした。（下図参照） 

男女の地位の平等感（社会全体で）

10

9.2

12.7

13.9

62.3

62.2

61.2

55.9

13.7

15

20.1

16.6

3.4

3.2

3.6

3.1

6.4

5.5

9

3.5

4.1

0.7

0.8

0.2

0.6
2.2

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宇都宮市（平成１８年度）

前回調査（平成１３年度）

内閣府

栃木県

男性のほうが優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている
平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性のほうが優遇されている わからない
無回答

課 題   

社会のあらゆる分野で男女の地位が平等であると感じられるよう，社会制度や慣行を

見直すとともに，その根底を成す男女共同参画意識の醸成に努める必要があります。 

対 応 

「第１７回男女共同参画全国都市会議 in うつのみや」の成果をつなぎ，市民一人ひ

とりが主体的に男女共同参画の実践を図れるよう，男女共同参画に関する課題を研究・

討議する「ときめく未来へ参画会議」を開催するなど，更なる男女共同参画意識の醸成

を図ります。 

また，親しみやすい啓発誌の発行に努め，広く市民に男女共同参画意識が浸透するよ

う取り組みます。 
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施策の方向２ 男女共同参画に関する教育・学習を推進する 
 

男女共同参画を進めていくためには，子どもの頃から男女が性別にとらわれず互いを尊重する意識

を形成することが大切です。子どもは，保護者の性別役割感やしつけなどの影響を受けやすいため，

幼少期から，家庭・学校・地域社会において，子どもを特定の型にはめることなく，個性や興味，関

心等を大切にしながら育み，子どもが生涯にわたり主体的に多様な生き方を選択することができる能

力を伸ばす教育等を支援します。 

また，市民が男女共同参画について関心をもち学習していけるよう，家庭や地域における学習活動

を支援します。 

 

 
目 標 値「家事は男女が力を合わせてするのが良い」の回答者の割合（小学 5年生） 

    ４７．３％  →  ５２．２％  →  ６０．０％ 

   （平成１１年度）   （平成１６年度）   （平成 1９年度） 

52.247.3

60

0

10

20

30

40

50

60

70

平成11年度 平成16年度 平成19年度

 

（％） 

（小学 5年生男女共同参画意識調査） 

 

 
 
 
 
 
 

重 点 施 策・事 業 

◆ 男女共同参画教育参考資料の作成及び活用（事業番号１４） 

   小学５年生用教材，教師用指導書「かがやき」の積極的な活用を増やし，児童の男女共同参画

に関する意識の醸成を図ります。 

 

項  目 
平成 1５年度 

実績 

平成１６年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度 

実績 

活動

指標 

教材の配布部数 ６，０００部 ６，０００部 ６，２００部 ６，３５０部

平成１９年度実施の意識調査により把握します。 

目標値 
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現 状 

小学５年生を対象に，メディア内容を読み解く力や性別にとらわれない職業観を養う

内容を盛り込んだ新しい男女共同参画教育参考資料「かがやき」を配布し活用に努めて

います。 

また，子育て中の親を対象とした家庭教育に関する講座に，より多くの親，特に父親

の参加を促進するため，学習プログラムや開催形態の工夫・充実を行いました。 

 

課 題 

子どもは，家庭内の保護者の役割分担や言動に大きく影響を受けるため，保護者の男

女共同参画意識を高める必要があります。 

 

対 応 

より多くの保護者が家庭教育の大切さについて関心を持ち，教育能力を向上すること

ができるよう，地域や幼稚園，学校などと連携しながら，あらゆる媒体や機会を活用し

た意識啓発や学習機会の提供を行うなどの「親学」を推進します。また，小学校におけ

る男女共同参画教育参考資料「かがやき」を活用した教育を推進し，保護者と子どもの

男女共同参画に関する学習・教育を推進します。  

※「親学」とは，保護者が子どもをより良く育てるために，子育ての責務や親としての役割，

子どもとの関わり方などのほか，社会の一員としての大人の役割などを学ぶこと。 

 

平成１９年度 新規・拡充事業 

 

事業番号 施策･事業 具体的内容 担当課 

２０ 

 

家 庭教育支
援 事業の充
実 

子どもの「生きる力」を育むことができるよう，保護者の教育

能力を向上させるとともに，子育て家庭を支える多様なネット

ワークを構築し，社会全体として子育て支援していく環境を整

備することをねらいとする。 

 ○親子教室の内容の充実 

 ○幼稚園・小学校等での親学出前講座の実施（新規） 

○家庭教育情報誌の発行（新規） 

 

生涯学習課 
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施策の方向３  男女の人権を尊重しあらゆる暴力を根絶する 
 

夫やパートナーからの女性に対する暴力が人権を侵害する重要な問題として顕在化しています。女

性への暴力根絶に向けた環境づくりや被害者救済の支援を図るとともに，権利侵害に関する相談事業

を充実させます。また，セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）や女性を性的対象，視覚的

対象とするような性の商品化の防止について取り組みます。 

 

目 標 値 配偶者等から何らかの暴力を受けたことのある女性の割合 

      ４４．８％  →    減らす 

（平成１３年度）    （平成１９年度） 

 

44.8

0

10

20

30

40

50

平成13年度 平成19年度

 

（％） 

減らす 

    （男女共同参画市民意識調査）  

 
 
 

 

 

 

 

 

配偶者等から何らかの暴力を受けたことのある女性の割合を減らすことを目標

にしています。 

なお，平成１８年度実施の男女共同参画に関する市民意識調査では，前回調査と

は質問内容が異なるため単純な比較はできませんが，過去 2 年間に夫や恋人から身

体的・精神的・性的暴力を受けた経験があると答えた女性は，１２．７％でした。 

 

【市民意識調査質問内容】 

◆１３年度調査 

あなたは，パートナーから（１）から（９）のようなことをされた経験がありますか。 

（１）命の危険を感じるくらいの暴行を受けた （２）医師の治療が必要となるくらいの暴行

を受けた （３）医師の治療が必要とならない程度の暴行を受けた （４）何を言っても無視

され続けた （５）交友関係や電話を細かく監視された （６）「だれのおかげで生活できるん

だ」とか「かいしょうなし」と言われた （７）大声でどなられた （８）見たくないに，ポ

ルノビデオやポルノ雑誌を見せられた （９）いやがっているのに性的な行為を要求された 

◆１８年度調査 

あなたは過去２年間に夫や妻，恋人から，（１）から（３）のような暴力を受けた経験がありま

すか 

（１）身体に対する暴力を受けた（２）精神的な嫌がらせや恐怖を感じるような脅迫を受けた

（３）性的な行為を強要された 
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重 点 施 策・事 業 

◆ 女性のための相談機能の充実（事業番号２２）  

   女性相談のうち，特に緊急性のあるドメスティック・バイオレンス相談に対して，迅速で的確

な対応をすることで問題を潜在化させないようにします。 

項  目 
平成１５年度 

実績 

平成１６年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度 

実績 

女性相談件数 

 

１，２２０件 １，４０５件  １，６１３件 

 

１，６９３件

女性相談件数のうち

ＤＶ相談件数 

 

１２４件 ２２１件 ３２７件 ３２１件

活動

指標 

カウンセリング・弁護

士相談人数 

９３件 ９１人     ９７人 ９１人

 

◆ ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ・ﾊﾞｲｵﾚﾝｽなどの被害者に対する保護と自立支援（事業番号２６）         

   ＤＶ被害者の迅速な保護とより早い社会復帰・精神的自立をめざし，被害女性の保護に柔軟に

対応できる民間シェルターの運営を支援するほか，被害女性同士が助け合いながら，自ら自立に

向けて行動を起こすための自助グループ活動を支援し参加を促します。 

項  目 
平成１５年

度実績 

平成１６年度

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度 

実績 

被害者の女性を民間シェ

ルターで保護した延べ日

数 

３０７日 ３３６日 ３０５日 ３０８日活動

指標 

自助グループ開催回数 ２５回 ２０回 ２７回 ４１回

緊急一時保護が必要な被

害者に対する対応率 

１００％ １００％

 

１００％ 

 

１００％成果

指標 

自助グループ参加延人数 

 

８２人 ８７人   １２５人   １６２人

 

◆ 女性に対する暴力相談ネットワークの構築（事業番号２７）  

   暴力の相談については，単一の機関のみで援助を完結することが困難であるため，庁内外の関

係する機関が連携するネットワークを構築しました。 
 

項  目 
平成１５年度 

実績 

平成１６年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度 

実績 

DV 防止庁内連絡調

整会議開催回数 

２回 ２回 ２回 ２回活動

指標 

宇都宮市 DV 対策関

係機関ネットワー

ク会議開催回数 

― ― ― １回
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現 状 

平成１８年度に実施した男女共同参画に関する市民意識調査によると，過去２年間に

夫や恋人から，身体的・精神的・性的暴力を受けた経験のある女性は１２．７％で，内

閣府調査（平成 17 年）の１４．１％を下回っています。（ただし，内閣府調査は過去５

年間に被害を受けた経験）（下図参照） 

 

夫やパートナーから何らかの被害を受けた経験（女性）

12.7

14.1

82.2

20.7

5

65.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇都宮市

内閣府

あった

まったくない

無回答

 しかし，市の女性相談所におけるＤＶ相談件数やＤＶ被害者を民間シェルターで保護

した延べ日数が横ばいであることからも，ＤＶ被害者が減少しているとは言えない状況

です。 

また，ＤＶ相談件数が平成１５年度から比べると２．５倍以上にのぼり，なおかつ市

民意識調査によると，ＤＶ被害者で公共の窓口等に相談している人の割合が前回調査と

比べると増えていることから，DV（ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ・ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ／配偶者からの暴力）が社会的

に認識され，公共の相談窓口の認知度が高まっていることがうかがえます。（下図参照） 

暴力を受けた人で相談した人の相談先

0 10 20 30 40 50 60 70

友人・知人

親族

同じような経験をした人

家庭裁判所，弁護士，警察など

市や県等の相談窓口・電話相談など

医師・ｶｳﾝｾﾗｰなど

平成18年調査

平成13年調査

 

（％） 
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さらに，被害者による自助グループ活動も，開催回数・参加者数ともに増加しており，

自立に向けて活発に活動しています。平成１８年に内閣府が行った「配偶者からの暴力

の被害者の自立支援等に関する調査」によると，相手と離れて生活を始めるにあたって

困難だったことは，「当面の生活をするために必要なお金がないこと」「自分の体調や気

持ちが回復していないこと」などのほか，住居や就労に関することなど，複数の困難に

直面していることが分かりました。 

 
課 題 

今後も引き続き，DV が重大な人権侵害であり，決して許されるものではないとの社

会的認識を広める必要があります。 

また，被害者の保護はもとより，自立にむけた適切な支援を行っていく必要がありま

す。 

 
対 応 

DV が重大な人権侵害であるとともに社会的な問題であることを，パンフレットやメ

ディア等を利用して，広く啓発していきます。 

また， DV 被害者の市営住宅優先入居の実施や DV 被害者支援ボランティアの養成を

行い，被害者の自立に向けた支援を強化します。 

 
 

平成１９年度 新規・拡充事業 
 

事業番号 施策･事業 具体的内容 担当課 

１１２ 

 

公営住宅への
入居に際して
優先入居の実
施 

母子世帯・父子世帯・高齢者世帯・身障者世帯・DV被害

者への優先入居を実施する。（新）

住宅課 
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施策の方向４  生涯を通じた男女の健康を支援する 
 

女性は，妊娠や出産をする可能性があるため，ライフサイクルを通じて男性とは異なる健康上の問

題に直面します。また，思春期や更年期・向老期など，男女共に健康上の問題を抱えていることが指

摘されています。このため，男女が自らの身体について正しい情報を入手し，自分で判断し，生涯を

通じて健康を享受できるように，生涯にわたる健康づくりを支援します。 

 

目 標 値 ２０歳未満の人工妊娠中絶実施率（１５歳以上２０歳未満の女子総人口１，０００人あたり） 

      ２０．２  →  １２．１  →  （１５．０） 

    （平成１３年度）  （平成１７年度）   （平成１９年度）          

12.1

15

17.2

14.8

0

5

10

15

20

25

平成13年度 15 16 17 18 19

（宇都宮市統計） 

目標値 

 
注）２０歳未満の人工妊娠中絶実施率：１５歳以上２０歳未満の女子総人口１，０００人あたりの

実施率。宇都宮市の医療機関にて受理した分であり，宇都宮市以外の住所地の人も含まれる。 
 

 

 

 

 

平成１７年度の２０歳未満の人工妊娠中絶実施率は１２．１で，前年度から

２．７ポイント減っています。（当初の目標値は既に達成しています。）  

 

 

※ 各年度の２０歳未満の人工妊娠中絶実施率は，１０月１日現在の推計人口から算出しています。

平成１７年度は国勢調査の実施年であるため，推計人口ではなく国勢調査結果で算出したため，

昨年度公表の数値と変更になっています。 
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重 点 施 策・事 業 

◆ 性教育サポート事業の実施（事業番号３３）  

   市立中学３年生を対象に，性に関して望ましい行動が取れるよう，産婦人科医師による健康教

育を行い，生命尊重や性に関する正しい知識の理解を深めます。 

項  目 
平成１５年度 

実績 

平成１６年 

度実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度 

実績 

活動

指標 

実施学校数 ２１校 ２１校 ２１校 ２１校

成果

指標 

アンケート結果によ

る生徒の理解度 

９０％ ９０％

 

◆ 性と健康に関する健康教育の開催（事業番号３４）  

   市内の高校生を対象に，ピアカウンセリング手法を用いて，性と健康に関する正しい知識や情

報を得る健康教育の受講者を増やします。また，中学生を対象とした性と健康に関する出前講座

を実施します。 

項  目 
平成１５年度 

実績 

平成１６年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度 

実績 

ピアカウンセラー

派遣事業受講人

数 

 

１，２６８人 

 

０人活動

指標 

性と健康に関す

る出前講座受講

者数 

 ２，８０９人

 

 

現 状 

２０歳未満の人工妊娠中絶実施率は１２．１で当初の目標値を達成しています。市で

は，平成１８年度から中学生対象に性と健康に関する出前講座を開催し，性に関する正

しい知識や情報を提供しています。 

また，平成１８年度実施の男女共同参画に関する市民意識調査で，健康や身体に対す

るパートナーの理解についてたずねたところ，約半数が「理解してもらっていると思う」

と回答していますが，「理解してもらっているとは思わない」は女性２４．６％，男性

８．８％で，女性が男性を１５．８ポイント上回り，男性と女性が感じる理解の度合い

に差が見られました。（次頁参照） 

 14



健康や身体に対するパートナーの理解

49.6

46.5

54.6

18.3

24.6

8.8

19.9

18.3

21.8

9.2

7.7

11.6 3.2

2.8

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

理解してもらっていると思う

理解してもらっていると思わない

わからない

該当しない

無回答

 

 

課 題 

男女が互いの身体上の健康や身体的特質を十分に理解しあい，思いやりをもって生き

ていくためには，若いときから正確な知識・情報を入手することが必要です。 

 

対 応 

性教育サポート事業や出前講座，デートＤＶ防止講座など，若者を対象とした性と健

康に関する講座をさらに充実し，若者への情報提供を図っていきます。 
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施策の方向５  国際化に対応した男女共同参画を促進する 
 

男女共同参画社会の形成は，国際社会におけるさまざまな取組と密接な関係があることから，それ

らと連携・協調して行われることが重要です。また，市内在住の外国人が増え，地域社会等で外国人

との交流を推進する必要が出てきました。このため，在住外国人がより市民生活を豊かに，そして地

域と積極的に交流できるよう支援します。 

 

 
目 標 値 在住外国人で困ったときに相談できる日本人の知り合いがいる人の割合 

        ３２．１％  →  （未調査）  →  増やす 

       （平成１５年度）  （平成１８年度）  （平成 19 年度） 

 
（％） 

0

10

20

30

40

50

60

平成15年度 平成19年度

 

増やす 

（在住外国人アンケート調査〉 

 

平成１９年実施予定の在住外国人へのアンケートにより把握します。  

 

 

 

 

 

重 点 施 策・事 業 

◆ 外国語による相談体制の充実（事業番号２５）  

   在住外国人が快適な市民生活を送れるように行政相談窓口を設置しています。また，国際交流

活動のための拠点施設を整備するにあたり，在住外国人のための総合的な窓口を新設します。 

 

項  目 
平成 1５年度 

実績 

平成１６年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度 

実績 

活動

指標 

外国人相談窓口

の行政相談件数 

 

４２１件 ３９０件 ３９１件 ４６２件
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◆ 日本語講座の開催（事業番号４８）  

   在住外国人が基本的な日本語能力を身に付け，快適な市民生活を送れるよう，ボランティア講

師による日本語講座への参加受講者を増やします。 

 

項  目 
平成 1５年度

実績 

平成１６年度

実績 

平成 1７年度

実績 

平成 1８年度

実績 

活動

指標 

日本語講座開講回数 １６０回 １３２回 １３３回 １４０回

成果

指標 

外国人講座受講者数（延べ

人数） 

 

３，６００人 ３，９００人 ４，１３２人 ４，３０３人

現 状 

在住外国人が快適な生活を営むことができるよう，外国人相談窓口の開設しています。

また，６か国語の「くらしの便利帳」を発行し，行政情報の多言語による提供を推進 

しています。 

  

課 題 

在住外国人が宇都宮市で安心して快適に暮らせるために，相談・情報提供・交流など

が行える，拠点となる場所を設ける必要があります。 

 

対 応 

外国人のすべての相談に対応するとともに，情報の提供，日本人も含めたイベント・

講座による交流促進，さらに日本語指導者や地域における国際交流リーダーの育成など

を行う，外国人の拠点となる「国際交流プラザ」を 7月に馬場通り中央再開発ビル内に

開設します。 
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